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カーボン紙は、着色剤を油や蝋（ろう）などと混ぜて練
り、薄い紙（カーボン原紙）に塗布したもので、文字や
図などを転写する際に用いる紙です。一般的には事務書
類や伝票などの転写などに用いられますが、版画や絵画
制作の際に、あらかじめ描いた下絵や図版を版や支持体
に転写する場合などに使用します。
基本的な使用方法は、転写先（版や支持体）の面上に、カー
ボン紙の着色剤が塗布されている面を向けて被せ、さ
らに転写したい下絵が描かれた紙を重ねます。次にボー
ルペンや鉛筆などで下絵の図柄に沿ってトレースしてい
き、ペン先の圧力でカーボン紙が転写先に押し当てられ、
着色剤が付着し転写されます。この時に赤などの色付き
ボールペンを用いる事で、トレースした線が確認しやす
くなります。
カーボン紙の着色剤には、黒・赤・青などの色があり、
黒はカーボンブラックなどの顔料、赤や青は油溶性の染
料が使われています。また、塗布面の異なる片面カーボ
ン紙、両面カーボン紙などがあります。ちなみに、カー
ボン紙と同様の役割をするものとして、「念紙（ねんし）」
と呼ばれる、木炭や水干絵具、弁柄など油脂分を含まな
い着色料を和紙に定着させたものもあります。
カーボン紙は、19 世紀初頭のイギリスで誕生しました。
当時のカーボン紙は、煤（すす）に豚の脂を混ぜて紙に
塗ったものでした。日本では、明治時代に、輸入品のカー
ボン紙が「炭酸紙」として利用されていたようで、国産
品としては、煤を油で溶いて和紙に塗ったものも登場し
ています。近年カーボン紙は、コピー機の普及にともな
い使用する機会が減っているものの、手軽に複写できる
ものとして現在も広く用いられています。
カーボン紙は画材店や文房具店で購入できます。

カーボン紙

概要

かーぼんし
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写真 1.　カーボン紙の表面と裏面

着色剤塗布面

原紙面



造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

02

さ

た

な

ま

や

ら

A
B
C

D
E
F

G
H
I

J
K
L

M
N
O

P
Q
R

S
T
U

V
W
X

数
字

Y
Z

Copyright © 2007, 2008 Musashino Art University. All Rights Reserved. 

あ

か

写真 6.　カーボン紙をめくり、転写状態を順次確認しながら描き

　　　　 進めましょう。
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手順 2.　カーボン紙の上から、転写したい図版や下絵を重ねます。

手順 1.　カーボン紙の着色剤塗布面を支持体の表面に向け、画面

　　　　 全体を覆い被せます。

使用例　下絵を支持体に転写する

手順 3.　テープなどで下絵と支持体を固定します。

手順 4.　ボールペンなどで図版に沿ってトレースしていきます。

手順 5.　赤などの色付きボールペンを用いると、トレースした線

　　　　 が確認しやすくなります。


